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諮問の取り下げについて 1

「携帯電話等高度化委員会」に付託されている以下の２つの諮問について、諮問を取り下
げることとしたい。
 「携帯電話等の周波数有効利用方策」【平成７年７月24日諮問技81号】
 「2.5GHz帯を使用する広帯域移動無線アクセスシステムの技術的条件」【平成18年
２月27日諮問第2021号】

1. 取り下げ理由
今般、移動通信システムは従来のスマートフォンや携帯電話といった利用形態の枠を超え、IoT

時代の社会基盤として交通、スマートシティ、医療など、様々な分野での利用が想定されている。
また、現在の技術基準はLTE-Advanced（第４世代移動通信システム）を元に策定されており、

今後の周波数有効利用方策や技術的条件等の検討にあたっては、新たな移動通信システムである５
G（第５世代移動通信システム）等のIoT時代のICT基盤である新世代モバイル通信システムと一体
なった運営がされることが想定される。
これより、当該２件の諮問については、いずれも諮問から一定期間が経過し現在の検討事項との

内容に乖離があること、また、今後の移動通信システムの検討に当たっては5G等と一体となった
運営が必須であることと等から、諮問を取り下げることとしたい。

2. 今後の対応
これらの諮問事項については取り下げ、今後の移動通信システムの検討については「新世代モバ

イル通信システム委員会」において「新世代モバイル通信システムの技術的条件」と一体となって
審議を実施する。

ポイント



（参考）「携帯電話等の周波数有効利用方策」（諮問番号技81H7.7.24））の諮問の概要 2

 近年の社会・経済活動の多様化・国際化に伴い、国民生活において情報通信が果たす役割が急速に高まってい
る。その中でも携帯電話や無線呼出システムをはじめとした移動通信システムは、利用者が急速に増加しており、
国民生活に深く浸透してきている。

 特に、携帯電話については、１地域４社という競争体制や端末の消費者への供給体制の改革（売り切り制度）
等の競争政策、端末の改良等の技術的革新、大幅な料金値下げやローコール料金の導入等により、昨年４月から
本年３月までの１年間で約２２０万台増と大幅な伸びを示している。また、無線呼出システムについても、平成
７年３月に端末の売り切り制度が導入されたほか、平成７年７月からは新しい移動通信システムであるＰＨＳの
サービスが開始されるなど、移動通信システムの普及は今後益々加速していくものと予想される。さらに、現在、
国際電気通信連合（ＩＴＵ）では、２０００年頃の導入を目標に、一つの端末で世界中どこでも通信できる将来
の公衆陸上移動通信システム（ＦＰＬＭＴＳ）の検討が進んでいる。

 しかしながら移動通信システムは電波を使用するシステムであるため、その飛躍的な発展を支えていくために
は、現在割り当てられている周波数のより一層の有効利用を推進していくことが大前提となる。このため、郵政
省では、狭帯域化、小セル化、ハーフレート化等の周波数利用効率の高い新しい技術の開発・導入を促進してい
るところであるが、今後も携帯電話等の健全な発展を確保していくためには、さらに長期的視野からの需要予測
及び周波数の利用に関しての技術的諸方策等を含む周波数有効利用方策を策定し、産業界や利用者に対して明確
に示していくことが必要である。

 以上のことから、移動通信システムの中でも、今後も飛躍的な加入者増が予想される携帯電話等について、そ
の安定した発展を確保するための周波数有効利用方策について審議を求めるものである。

２ 答申を希望する事項

１ 諮問理由

 (1) 携帯電話等の需要予測
 (2) 携帯電話等の周波数使用効率
 (3) 携帯電話等の周波数有効利用方策

 平成８年２月
３ 答申を希望する時期



（参考）「2.5GHz帯を使用する広帯域移動無線アクセスシステムの技術的条件」
（諮問番号2021（H.18.2.27））の諮問の概要
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 我が国においては、高速インターネットアクセスに対する利用者ニーズの高まりから、DSLや
光ファイバ等、大容量のデータ伝送が可能なブロードバンドサービスが順調に普及しつつある。

 一方、無線システムについては、第３世代携帯電話等によって音声のみならずデータ通信サービ
スが提供されているが、さらに都市部を中心として、第３世代携帯電話のデータ伝送速度を上回
る高度な移動通信サービスを享受したいとの要望が高まっている。また、条件不利地域において
も、無線を活用することにより、有線と同等のブロードバンドサービスを享受したいという要望
が高まっている。

 さらに国際標準化機関においては、2.5GHz帯等の周波数帯を想定した広帯域移動無線アクセスシ
ステムについて、精力的に標準化活動が進められている。

 以上のように、現在、国内外において、広帯域移動無線アクセスシステムに対するニーズが高
まってきていることを受け、総務省では、平成16年11月より「ワイヤレスブロードバンド推進研
究会」を開催し、ワイヤレスブロードバンドの具体的システム、周波数帯について検討が行われ、
2.5GHz帯を広帯域移動無線アクセスシステムへの有力な割当ての候補とする提案がなされている。

 以上を踏まえ、2.5GHz帯を使用する広帯域移動無線アクセスシステムの技術的条件について審議
を求めるものである。

２ 答申を希望する事項

１ 諮問理由

 2.5GHz帯を使用する広帯域移動無線アクセスシステムの技術的条件

 平成18年11月頃
３ 答申を希望する時期



（参考）「新世代モバイル通信システムの技術的条件」（諮問番号2038（H.28.10.12） ）
の諮問の概要
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 近年、電波の利用は、日常生活に不可欠となっている携帯電話などの無線通信ネットワークは
もとより、交通、スマートシティ、医療など様々な分野に広がっている。さらに、あらゆる「モ
ノ」がネットワークにつながるIoT時代の本格的な到来が予測されており、電波利用ニーズの更な
る増加やIoT時代に対応可能な新たな無線システムの実現が期待されている。

 新世代の移動通信システムとして世界各国・地域で研究開発や実証等が行われている第５世代
移動通信システム（以下「５Ｇ」という。）は、従来の携帯電話技術を中心に、小電力の無線通
信技術やコアネットワーク技術の高度化など様々な通信技術を柔軟に組み合わせた多様なネット
ワーク（ヘテロジニアスネットワーク）となることが想定されており、「超高速」だけでなく、
「多数同時接続」、「低遅延・高信頼」といった特徴を有するものとされている。また、５Ｇで
は、UHF帯からEHF帯（ミリ波）までの幅広い周波数帯の活用が見込まれており、EHF帯（ミリ
波）等の高い周波数帯の特性を踏まえた技術的検討を行うことが必要である。

 このように５Ｇは、従来のスマートフォンや携帯電話といった利用形態の枠を超える移動通信
システムとして検討が進められており、IoT時代のICT基盤として様々な分野での活用が期待され
ている。

 以上のことから、将来の電波利用ニーズの更なる増加やIoT時代に対応した新たな無線システム
の早期実現に向けて、新世代モバイル通信システムの基本コンセプトを明確にした上で技術基準
を策定するため、新世代モバイル通信システムの技術的条件について諮問する。

２ 答申を希望する事項

１ 諮問理由

 新世代モバイル通信システムの技術的条件

 平成29年夏以降、随時一部答申を希望
３ 答申を希望する時期
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